
ストレングスマシン ケーブルの点検ポイント 

 

ケーブル（樹脂製被膜付きステンレスワイヤー）で、重りを吊り下げる方式を採用している全てのストレングス製品が対象

です。 

 

ウェイトマシンのケーブルは、使用を重ねると伸びが発生したり、被膜に摩耗や傷を負ったり、曲がり癖が付いたり、素材

そのものに経年変化が生じたりと、様々な外的要因によって損傷を受け、最後には断裂してしまいます。 

トレーニング中にケーブルが断裂した場合、ウェイトプレートの急落下と共に突然の負荷抜けが起こり、非常に危険です。 

そのような現象を未然に防ぐため、ストレングスマシンでは、ケーブルの日常的な点検が重要な作業のひとつとなります。 

 

■ ケーブル損傷の例 

・被膜の損傷の例 

  

↑被膜の摩耗、削れ（被膜のみの損傷）      ↑被膜の損傷が中のワイヤーにまで達しているレベル 

＊ 内部のステンレス製ワイヤーが露出していない場合でも、内部ダメージを受けている可能性が考えられます。 

 

  

↑被膜のひび割れ。目視ですぐにわかる例と、ケーブルを曲げたり触ったりすることで発見できる例もあります。 

 

・曲がり癖や極度な折れ曲がりの例 

  

↑折れ曲がり、極度な曲がり癖が付いている例          ↑末端処理金具との境目での折れ曲がりの例 

＊ 折れ曲がり癖は断裂に繋がる要因のひとつとなります。 

 

 



・内部ステンレスワイヤー断裂の例 

  

↑撚れ（ヨレ）の発生                     ↑部分的に細くなっている例 

＊ これらの状態では、内部のステンレス製ワイヤーの一部が切れています。即交換をお勧めいたします。 

 

■ 内部ステンレスワイヤー損傷事例 

  

ULTRA（G7）旧タイプ レッグプレスでの損傷例 ケーブルの一部が細くなっている（内部ワイヤーの断裂） 

カムの出口部分で起こりやすく、ケーブルの露出部分を手で触診すると判り易いです。 

また、内部ワイヤーに損傷があった場合、損傷部分に伸びが発生する為、多くの場合ケーブル全体の長さが長くなり、ケー

ブルテンション（張り）調整が出来なくなる場合があります。 

ケーブルの張りが異常に緩んでいる場合は注意が必要です。 

この様になりますと断裂するまでは時間の問題です。マシンの使用を中止し、すぐにケーブル交換を行ってください 

 

 



 

ULTRA（G7）旧タイプ レッグプレスのケーブル内部ワイヤー断裂による撚れ（ヨレ）発生の例 

この様になりますと断裂するまでは時間の問題です。マシンの使用を中止し、すぐにケーブル交換を行ってください 

 

 

内部ワイヤーの部分断裂から進行した完全なケーブル断裂 

 

・完全断裂時の状態 

  

損傷を受けた箇所が広範囲で、時間をかけて徐々に切れた場合、上画像の様な断裂が起こります。 

（引きちぎったように内部ワイヤーが露出。 断裂部位周辺にケーブルの撚れや一部が細くなるなどの症状も見られます） 



 

↑ピンポイントに強い損傷を受けて、突然切れた場合などには、内部ワイヤーが露出せず切れる場合もあります。 

 このような切れ方の場合、ケーブル表面に撚れ（ヨレ）が発生することはありません。（切断に近い切れ方） 

 

 

↑工具で切断加工した場合の断面はこのようになります。 

 

・カムやプーリーからの脱輪による損傷の例 

     

↑プーリーからの脱輪症例。 脱輪、損傷したケーブル  ↑本来のケーブルの通り道（プーリーの溝にケーブルが収まる） 

 

 

 



  

カムやプーリーから脱輪した状態のままマシンを使用すると、このような激しい損傷が起こります。（使用不可能） 

狭い隙間にケーブルを挟み込んだ状態で使用した結果、広範囲の被膜がめくれ、ワイヤーに強い曲がりが生じます。 

 

また、上画像のような激しい損傷が起こっていない場合でも、一度脱輪したケーブルは、何らかの損傷を受けています。 

 

カムから脱輪したケーブルが受けた損傷の例 1 ヶ所に集中して切断するような力がかかった痕跡です。 

突然の断裂の要因となります。マシンの使用を中止して、すぐにケーブル交換を行ってください。 

 

■ 重要点検ポイント ・カムとプーリー 

共に円盤状の回転するパーツで、外周に溝があり、ケーブルが溝に沿った形で回転しながら機能します。 

カムには樹脂製のものと金属製のものがあり、ほとんどのカムは正円には作られていません。 

カムは、回転角度に応じてケーブルに掛かる負荷を変化させて軸に伝える役割をするために設計されたパーツです。 

一方プーリーは必ず正円で、ケーブルの進行方向を変える目的のみで取り付けられています。 

カム       プーリー 

     ・樹脂製、または金属製（1 回転以上回らない）      ・樹脂製（ぐるぐると何回転でも出来る） 



これら、カムやプーリーからケーブルが脱輪して（溝から外れて）しまうことがあります。 

脱輪は、ケーブルの調整不良（ケーブルの張りが緩んでいる場合）や、早い動作（スピードトレーニング）を行うことで 

一時的にケーブルが溝から浮き上がるために起こります。 

   

正常な状態          脱輪した状態 

 

     

脱輪したケーブルは、常に重りの負荷で黄色の矢印の方向に引っ張られているので赤矢印の部分（カムやプーリーの角） 

で損傷を受けます。（特に金属製カムからの脱輪の場合は、致命的な損傷となりやすいです） 

この様な損傷は一見、大したダメージには見えないのですが、内部のステンレスワイヤーが損傷しており、突然断裂する 

症例に繋がることが多くあります。 

これは、ストレングスマシンのケーブル損傷点検の、最も重要なポイントのひとつです。 

 

ケーブル点検の際は、最も軽い負荷（トップウェイト 1 枚だけ）で、マシンをゆっくり動作させながら、ケーブルを目視と

触診の両方で行ってください。＊パーツやアームに指を挟まない様、充分に注意して行ってください。 

ケーブルに損傷を見つけられましたら、安全の為マシンの使用を中止して、早急にケーブルの交換を実施してください。 



・ケーブルルート（ケーブルの通り道） 

 ウェイトタワー側のケーブルは、機種によってトップカバー（天井の蓋）の中や、鉄製フレームの中を通るエリアが 

あります。（ULTRA シリーズ、VERSA シリーズ、GO シリーズ） 

 マシンを動作させることで、ある程度の範囲はこれらの隠れた場所から出てきますが、これは一部に過ぎません。 

 これらの部位では、蓋を取り外して動作させたり、フレーム内を LED ライトなどで照らしてケーブル点検を行うことを 

お勧めいたします。 

 

トップカバーを開ける 

  

6 ㎜の六角レンチを使用して、トップカバー四隅のボルト（赤矢印）を抜いてカバーを外す（ULTRA はカバーに注意!!） 

＊ULTRA シリーズのマシンは、カバーと本体が電線で繋がっています。（カウンターのセンサー配線）断線にご注意下さい 

 

 

プーリーが 2 か所あり、その間をケーブルが通っています。 

マシンを動作させ、ここで見える部分を行き来するケーブルをチェックしてください。 

 



ケーブル（白矢印）は、トップカバー内のプーリーから、真下に向かってタワー本体フレームの中を通ります。 

次にフレーム内の 3 本のボルト通し管（赤矢印）の内側を通ってプーリーへ、最後に左下のボルト通し管（黄色矢印）の上

を通ってフレームの外へ出てきます。 

 

■ まとめ ケーブル点検ポイント 

・被膜（樹脂製の黒い保護膜）の損傷がないか？（削れ、摩耗、ひび割れ、めくれ、損傷、撚れ、潰れ）目視、触診 

 内部のステンレスワイヤーが露出している場合は早急な交換をお勧めいたします。撚れや潰れ、被膜損傷は断裂の 

初期症状です。 

 

・カムやプーリーによってケーブルが曲がっている箇所の損傷、劣化チェック 目視、触診 

 脱輪していないか、過去に脱輪した形跡はないかをチェックしてください。ピンポイントの脱輪痕は要注意。 

 

・ウェイトタワーのトップカバー付きマシンでは、トップカバーを取り外して点検することをお勧めいたします。 

 タワーフレーム内を通るケーブルは、LED ライトなどで照らしてチェックしてください。ケーブルルートにも注意。 

 

・2 年以上ご使用されているケーブルは内部で損傷、劣化などが起こっている可能性があります。 

 ケーブルのメーカー推奨交換時期は 2 年です。 マシンの使用期間や、パーツ交換履歴をご確認ください。 

   

・実際にトレーニング動作を行って、ケーブルが往復共にスムーズに動いているかをチェック。動作チェックは必須。 

最軽量負荷でも余計な抵抗がかかっていないか、また、負荷を変化させて、動作した時の異音や違和感（ブルブル 

振動する。または特定の場所で「コツン」と当たりを感じるなど）がないかをチェックしてください。 


